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事故実態を詳細に分析

単独・対四輪・対歩行者・対自転車

対応シーンと
必要な技術

■状態別死者数の割合

出典：警察庁交通局
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■自転車
死亡者昼夜別割合

自動運転技術を活用し 様々な事故シーンへの対応を拡大

自動運転による
「ぶつからない」 技術開発

活用

”目：認識能力”

“頭脳：予知・予測・判断能力”AI

多岐にわたる
より複雑な事故シーンへ拡大

交差点車線変更時等多様な事故

技術の継続的進化で
様々な事故シーンに対応

高度安全運転支援

新型車へ標準装備化

１．「交通事故ゼロ社会」 に向けた取り組み
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Hondaは日本や世界に先駆けて 安全技術の開発を進めてきた

安
全
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年1980 1990 20101970 2000 2020

●レーダーブレーキ（71）

●自動運転研究着手（86）

●ASV-1自動ブレーキ（95）

●ASV-2 追突速度低減システム（00）

●ASV-3車車間通信（05）

●ASV-4 車車間および
路車間通信（10）

●安全運転支援システムDSSS（08）

●ESV実験車（73）
●ESV 新安全
コンセプト発表（19）

●ハロゲンヘッドライト（79）

●インテリジェント ナイトビジョン（04）

●マルチビューカメラシステム（08）

●信号情報活用運転支援システム（14）

●BSI 〈ブラインドスポットインフォメーション〉（09）

●LaneWatch（12）

●四輪アンチロックブレーキ（82）

●CMBS 〈衝突軽減ブレーキ 〉＋E-プリテンショナー（03）

●Honda SENSING（14）

●ACC〈アダプティブ・クルーズ・コントロール〉（00）

●AFS 〈配光可変型前照灯システム〉（03）

●VSA〈ビークルスタビリティアシスト〉
（97）

２．安全運転支援技術 これまでの取り組み

●HiDS〈ホンダインテリジェントドライバーズサポートシステム〉（02）

●LKAS〈車線維持支援システム〉（02）
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対
車両

車線外逸脱
（路外逸脱抑制）

年20252003

ステアリング
回避

ブレーキ回避

駆動力抑制

より多くの人を
より多くの
シーンで救う

支援対象を
順次拡大

CMBS
（衝突軽減ブレーキ）

対
歩行者

2014

対
歩行者

対
逸脱 一般道

対
自転車

高度
安全運転支援

2020

車線外逸脱
（歩行者事故低減
ステアリング）

追突 対向車

夜間（街灯なし）
横断昼間

夜間（街灯あり）

対物
誤発進抑制 後方誤発進抑制

車線以外 対向車線

横断他

※NCAP評価基準 ※NCAP評価基準

近距離衝突軽減ブレーキ

交差点
（対向）

交差点（同一方向）

交差点交差点（右直）

車線変更時

２．安全運転支援の進化
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右直時
対向車衝突軽減ブレーキ

路外逸脱抑制機能（低速対応） 路外逸脱抑制機能（低速対応）

横断自転車衝突軽減ブレーキ 夜間歩行者認識性能 さらに向上

一般道
（30km/h以上）

での作動

※草地などの
道路境界に
対して作動

一般道
（30km/h以上）

での作動

２．安全運転支援 最新の進化
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自動運転開発で培った技術を活かし

事故防止と運転支援の範囲を拡大

多様で複雑な交通環境での支援を拡大

車線変更・カーブ事故への対応交差点事故への対応高度
安全運転支援

出会い頭事故

交差点歩行者事故

車線変更支援

カーブ逸脱事故

車線変更時事故赤信号見落とし事故

■交差点における
認識性能を向上

■より広角のセンシング

２．安全運転支援のさらなる進化
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運転自動化レベルが上がるにつれ ドライバーの役割が減少、システムの役割が増大

レベル1

レベル2

レベル3

レベル4

自動
運転

運転
支援

前後&左右方向の運転支援
ドライバーの監視が必要

前後 or 横方向の運転支援

Operational Design Domain内
システム監視による自動運転
ドライバーによるバックアップ

ODD内
システム監視による自動運転

３．SAE 自動車用運転自動化システムのレベル定義



運行設計領域 Operational Design Domain (ODD)

（地理的、道路種別、環境条件、交通状況、速度、等)

5

4

3

2

1

限定

市街地
限定エリア

高速道
隊列走行

SAE 
運転自動化
レベル

中山間地
限定コース
低速

自動
運転

運転
支援

完全自動運転

何時でも
どこでも

高速道から一般道へ

３．自動運転システムの実用化/二つのアプローチ

© Honda R&D Co., Ltd.  All rights reserved.
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使用：限定エリア内移動サービス所有：パーソナルカー進化

形態

限定エリア自動運転車

完全自動運転による移動サービスADASの進化としての自動運転車

自動運転パーソナルカー

システム
コンセプト

天井取付LIDAR、インフラストラクチャ支援、高精細度マップ、
高精度GPS、カメラ、レーダ等を使って サービスエリアを走行
≒ ロボット的な運転

天井取付LIDAR

Source 引用：Cruise

Source 引用：Aisan Technology

Telescope magazine

自動運転パーソナルカー

限定エリア自動運転車

： 地図情報を参考にしながら人間のような運転

： 高精細度マップを主体的に利用した自動運転

カメラ、レーダ、低部取付LIDAR、量産GPS、軽いデータ
のマップ等を使って 外界を自律的に認識しながら走行
≒人間のような運転

３．二つの自動運転システム



目次

１．「交通事故ゼロ社会」 に向けた取り組み

２．安全運転支援技術、Hondaの取り組み

３．自動運転技術の概要

４．自動運転技術、Hondaの取り組み

５．まとめ



４．Vision

交通事故ゼロ社会の実現をリード

すべての人に 交通事故ゼロと自由な移動の喜びを 提供する

一人ひとりに寄り添う
好奇心をかき立て

「思わず出かけたくなる」

運転不安からの解放
誰もが いつまでも

自由に移動できるモビリティ

『すべての人に “生活の可能性が拡がる喜び”を提供する』
ー世界中の一人ひとりの「移動」と「暮らし」の進化をリードする ー

新たな移動の喜び自由な移動



地図ECU
+高精度地図

TCU(通信ユニット)バックエンドサーバー

ドライバーモニターカメラ センター・ディスプレイ
(NAVI)

把持センサー
操舵トルク検知

全面液晶メーター

座標照合と白線補正

障害物の距離と速度

地図統合

最適な目標ラインの選択

ヘッドアップ
ディスプレイ

ステアリング
インジケーター

＜止まる＞
ブレーキ冗長

＜曲がる＞
EPS冗長化

＜電源＞
DC/DC追加 + 2ndバッテリー

マルチGNSSアンテナ

LiDAR×5 Sub-ECU2Camera

LiDAR Fusion

自車位置認識

車両制御

ド
ラ
イ
バ
状
態

ローカルマップ処理

周辺車両

ドライバー状態検知 HMI

外界認識

行動計画

車両制御・機能冗長

Main-ECU

LiDAR×5

Radar Fusion

Radar×5 Sub-ECU1Camera

４．高速道路自動運転車のシステム構成

http://www.google.co.jp/url?url=http://www.irasutoya.com/2013/07/blog-post_28.html&rct=j&frm=1&q=&esrc=s&sa=U&ei=ZVnQVLTAHYLZ8gXzj4KQCg&ved=0CCYQ9QEwCA&usg=AFQjCNHTDRNG5cptMyXF0gAcnnlvxWT1gg
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周囲の安全監視から解放され
テレビやDVDの視聴が可能

任せられる信頼感で心からリラックス

渋滞時自動運転

ハンズオフのまま目的地に
向けて連続的に車線変更

長距離ドライブも ストレスフリーで どこまでも

車線内運転支援・高度車線変更支援

４．高速道路自動運転が提供する機能・価値



高速 観光地
自宅

病院
スーパー

オフィス

駅通勤路
住宅街

商店街

郊外走行

歩行者/車両の
飛び出し

(ヒヤリハットシーン)

住宅街

工事区間 事故エリア渋滞時合流

高度知能化

危険に近づかない予知・予測／互いに分かり合える協調行動AI

“自由な移動”を拡大するため予知・予測による安全・安心
複雑な交通シーンにおける交通参加者間の協調を実現する高度なAIが必要

４．自動運転技術のさらなる進化



AIによる予知・予測で 熟練ドライバーのような
予防安全運転を実現

潜む危険に備える交通参加者の行動を読む

顔向き・ジェスチャー・動作履歴により
歩行者の行動を予測し 危険を“先読み”回避

潜む危険を予知し“予め”安全マージン確保

ジェスチャー 顔向き

体向き

予測軌道

４．自動運転技術のさらなる進化
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 Hondaは すべての人に “生活の可能性が拡がる喜び”を提供するべく
交通事故ゼロ社会の実現をリード

 2020年には高速道自動運転技術を確立
AIによる自動運転技術の進化に取り組み 安全運転支援を進化させる

 Honda SENSINGの継続的な進化により 主要な事故シーンに対応
さらに 自動運転の 「ぶつからない」 技術の活用で複雑な交通シーンへ
支援を拡大

すべての人に 交通事故ゼロと
自由な移動の喜びを提供する

５．まとめ




